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１ 総社市の概要 

 総社市は，岡山県の南西部に位置し，市の中心部を岡山県の三大河川のひとつ高梁川が南流してい

る。東部は岡山市，南部は倉敷市の県下の２大都市に隣接，西部は井原市及び矢掛町に，北部は高梁

市及び吉備中央町に接している。年平均気温は１６．５℃前後，雨量は年間１,０００ｍｍ前後で，

瀬戸内海特有の温暖，少雨に恵まれた気候である。 

 旧総社市は，昭和２９年３月に総社町と周辺６村が合併し市制を施行した。当時の人口は３６,９

６８人，面積１２８．３７ｋ㎡であった。その後，昭和４７年４月に吉備郡昭和町を編入。旧総社市

は平成１７年３月２１日に閉市し，翌２２日に旧総社市・山手村・清音村が新設合併し，新「総社市」

が誕生した。現在の人口は約７０,０００人，面積２１１．９０ｋ㎡である。 

 本市は，かつての古代吉備の国の中心として栄えた地域であり，縄文以前から人々が生活していた

形跡が見られる。古墳時代には吉備の中心地として栄えたことをうかがわせる数多くの古墳が残さ

れている。 

 飛鳥・奈良時代には，備中の国府も置かれ，国分寺，国分尼寺も配置され，備中の国の政治・経済・

文化の中心地として栄えた。平安時代には備中国内の神々を合祀した総社宮が建てられた。総社市の

名称はこれに由来している。 

 鎌倉時代以降は，地方政治の町から山陽道や高梁川の水運を生かした門前町，宿場町的性格に様変

わりするとともに，豊かな農村地域としても発展した。江戸時代には，岡山藩や足守藩など複数の藩

領や幕府領など複雑な統治形態となっていた。 

 高度成長期の昭和４０年代頃からは，県南工業地帯の発展に伴い，宅地開発が進むとともに，自動

車産業を中心とした内陸工業も発展している。近年では，歴史に培われた吉備文化と高梁川の恵みを

はじめとする豊かな自然環境を背景に，住宅都市・学園都市としての発展を見せている。さらに，岡

山空港や高速道路，市内に７つの駅がある鉄道などの広域交通網の充実や，岡山市，倉敷市に隣接し

ており地理的条件に優れていることから，物流や製造業による企業進出が相継ぎ，経済的発展が著し

い。 

 

● 総社市民憲章 ● 

わたくしたちは，美しい自然と豊かな吉備文化にはぐくまれている総社市民です。 
このことに誇りと責任をもち明るく豊かなまちをつくることにつとめます。 
１ 郷土を大切に 美しい環境を まもりましょう。 
１ 生涯学び 明るい家庭を きずきましょう。 
１ たがいに助け合い あたたかいまちを つくりましょう。 

 （平成１８年３月２２日制定） 

第１章   総 論 

１ 総社市の概要 
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２ 総社市の位置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

位 置 … 東経 133°44′57″  北緯 34°40′10″ 

面 積 … 211.9 ㎢ [東西 20.3 ㎞、南北 17.3 ㎞] 

人 口 … 69,611 人 ［男 33,831 人、女 35,780 人］ 

世帯数 … 29,874 世帯 

（令和 6 年 5 月末日現在） 

市制施行 平成 17年 3月 22 日 
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１ 教育委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育長 

久山 延司 

教育長職務代理者 

三宅 眞砂子 

  

  

委員 

三上 啓子 

委員 

児島 塊太郎 

委員 

瀬尾 英子 

 

 

  

役 職 名 氏  名 任     期 

教育長 久山 延司 令和 ５年５月１２日 ～ 令和８年５月１１日 

教育長職務代理者 三宅眞砂子 令和 ５年５月１２日 ～ 令和９年５月１１日 

委 員 児島塊太郎 令和 ４年５月１２日 ～ 令和８年５月１１日 

委 員 三上 啓子 令和 ６年５月１２日 ～ 令和１０年５月１１日 

委 員 瀬尾 英子 令和 ６年５月１２日 ～ 令和１０年５月１１日 

２ 教育委員会 
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部活動地域移行推進室

きよね夢てらす

清音公民館

青少年育成センター

図書館・視聴覚ライブラリー

水辺の楽校（2）

昭和公民館（分館4）

生 涯 学 習 課
山手公民館（分館3）

こども夢づくり課
認定こども園（2）

学 校 教 育 課

地食べ学校給食センターえがお

教育支援センター（ふれあい教室）

総社はばたき園

幼稚園（15）

文化スポーツ部
中央公民館（分館6）

東公民館（分館3）

西公民館（分館5）

保育所（1）

特別支援教育推進センター（きらり）

放課後児童クラブ（23）

小学校（13）

義務教育学校（1）

中学校（3）

教育集会所（2）
人権教育の推進

人権教育係
人権教育に係る連絡調整

２　機構と事務分掌

教 育 委 員 会

教  　育　  部
教育委員会会議，規則， 公告式

教育委員会事務局 人事，研修，調査統計，学校給食費会計

総務係 物品の管理，財産管理，教材教具

就学援助，特別支援教育就学奨励
教 育 総 務 課

施設台帳，学校等の建築計画

生涯学習施設

社会教育関係団体

青少年教育，成人教育

社会教育委員，生涯学習

部活動地域移行の推進に関すること

部活動地域移行推進協議会に関すること

その他部活動地域移行に関する総合調整に関すること

放課後児童クラブ

教職員の人事，就学指導

教科用図書，教育評価

教育課程，学習指導，

障がい児通所支援

その他学校教育に関すること

学校給食，通学区域，就学事務

学校保健，安全教育

教職員研修，教職員の服務

児童発達支援センターに関すること

保育士，幼稚園教諭，保育教諭の人事・研修

幼児教育・保育の無償化に関すること

就学前こどもの教育・保育給付認定

保育所・幼稚園・認定こども園への入所（園）
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民生費

34.6%

教育費

11.4%

総務費

26.5%

公債費

7.5%

土木費

5.7%

衛生費

5.8%

消防費

3.9%

農林業費

2.3%

その他

2.3%

歳出合計

358億2000万円

市税

23.5%

地方交付税

20.4%

国庫支出金

13.3%

県支出金

6.6%

市債

15.1%

地方消費税交付金

4.5%

繰入金

8.4%

その他

8.2%

歳入合計

358億2000万円

３ 教育関係の予算 

令和６年度の教育関係の予算 

令和６年度は「結婚・出産支援」「子育て支援」「地域力の向上」の３つの視点に重点

を置き，今暮らしている市民の生活環境を向上させ，さらに人を呼び込むための即効性の

ある対抗策に思い切った舵を切り，「日本一優しい総社市」を目指している。令和６年度

の一般会計当初予算は，前年度と比べて 54 億円（17.8％）増額の，総額 358 億２,000

万円で編成された。 

このような中，教育費については，そうじゃ教育大綱の「総社を愛す子供」「心優しい

子供」「礼儀正しい子供」を具現化するため，人材育成，教育施設の整備・拡充，生涯学

習の推進などを重点に予算を編成し，40 億 6,912 万円（※教育委員会から事務移管したスポー

ツ，文化・芸術及び文化財関係費を含む。）が計上（前年度比 5 億 5,536 万円増）されている。

一般会計358億 2,000万円に対しては，11.4％の割合を占めている。 

主な事業としては，学校力向上，学校適応などに取り組むため，各学校の課題に応じて

教員を加配する学校力向上教員加配事業，義務教育学校の開校に伴う山の中環境留学やス

クールバス運行等の事業，発達障がい等の特別な教育的ニーズがある児童生徒が，自立し

社会参加の資質を担うことを目的とした情緒障がい通級指導教室推進事業，中学校部活動

の地域移行を推進する地域部活動推進事業，総社市を代表する観光地である史跡鬼城山の

整備復元を計画的に行う鬼城山整備事業等がある。 

 また，民生費のうち，教育委員会所管の事務に係る予算については，35 億 219 万円で，

一般会計358億２,000万円に対し，9.8％の割合を占めている。 

 主な事業としては，待機児童の解消を図るための保育士等確保策の実施や幼稚園におけ

る預かり保育の充実，私立保育所等への運営委託事業，障がい児の通所支援事業，児童発

達支援センターの運営委託事業，放課後児童クラブの運営委託事業など，働く親が安心し

て働き続けられるよう支援するとともに，就学前教育の充実を図る。 

 

◆ 令和６年度総社市一般会計 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

※教育費には，教育委員会から事務移管したスポーツ，文化・芸術及び文化財関係費を含む。 

  



6 

年度 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

総額 3,248,103 3,247,880 3,231,629 5,589,340 4,843,394 2,779,454 3,174,151 3,319,330 3,513,768 4,069,123

増減 -719,490 -223 -16,251 2,357,711 -745,946 -2,063,940 394,697 145,179 194,438 555,355

(単位：千円）

その他

幼稚園費

中学校費

小学校費

0

10

20

30

40

50

60

（億）

社会教育費

16.9%

幼稚園費

19.3%

教育総務費

17.1%

小学校費

15.2%

保健体育費

25.6%

中学校費

5.9%

教育費総額

40億6912万円

◆ 令和６年度の教育費（当初） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※教育費には，教育委員会から事務移管した スポーツ，文化・芸術及び文化財関係費を含む。 

 

教育費の構成割合 

  

   

 

  

 

 ※教育費には，教育委員会から事務移管した 
 スポーツ，文化・芸術及び文化財関係費を含む。 

 

 

◆ 教育費の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※教育費には，教育委員会から事務移管したスポーツ，文化・芸術及び文化財関係費を含む。 

（単位：千円）

補助 単独 合計

教育総務費 696,021 535,892 103,210 56,319 600 600

小 学 校 費 619,858 76,875 400,191 64,680 52,842 1,270 24,000 24,000

中 学 校 費 238,430 35,188 140,103 23,840 32,564 6,735 0

幼 稚 園 費 786,721 662,732 45,329 11,525 66,229 906 0

社会教育費 685,379 356,175 202,637 54,573 41,306 26,614 4,074 30,688

保健体育費 1,042,714 210,375 787,667 25,000 14,472 3,000 2,200 5,200

合　計 4,069,123 1,877,237 1,679,137 179,618 151,635 121,008 29,614 30,874 60,488

項目 予算額

性質別内訳

人件費 物件費 維持補修費 扶助費 補助費等
建設事業費
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４ 教育振興基本計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                          

  

総社市教育振興基本計画 

 総社市教育委員会が進める事業の基本方針となるのが，教育振興基本計画である。 

 本市においては，平成２７年４月に「そうじゃ教育大綱」を策定し，目指す子供像

を「総社を愛す子供」「心優しい子供」「礼儀正しい子供」とした。 

 この総社市が目指す子供像を具現化するため，第３次総社市教育振興計画（令和５

年度から令和９年度まで）では，今後５年間に取り組む教育分野全般にわたっての具

体的な取組や目標を定めた。 

  

※スポーツ，文化・芸術分野については，平成３１年４月１日から事務移管している。 

 

まちかどの泉で水遊びをする園児たち 

提供：総社市 
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５ 子ども・子育て支援事業計画 

 令和２年３月策定の「第２期総社市子ども・子育て支援事業計画※」では，心の教育に重きを

置く「そうじゃ教育大綱」につながる「そうじゃ子ども大綱」を基本理念として掲げた。 

 

 ※子ども・子育て支援事業計画 

  ５年間の計画期間における幼児期の学校教育・保育・地域の子ども・子育て支援についての需要計画 

をいい，新制度の実施主体として，特別区を含めた全市町村が作成することになる。（子ども・子育て支

援法第６１条） 

 

１ 計画の位置づけ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

総社市子ども条例 

総社市子どもを虐待から守る条例 

総社市総合計画 

総社市子ども・子育て支援事業計画 

そうじゃ子ども大綱 
～乳幼児期の子どもの目指す姿～ 

・健康そうじゃ２１ 

・総社市障がい者計画 

（総社市障がい福祉計画・障がい児童福祉計画） 

・総社市男女共同参画プラン 

・総社市教育振興基本計画 

そうじゃ教育大綱 
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２ そうじゃ子ども大綱 

   

 


